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 発行済の米国特許においてクレーム数が２０を超える件数の割合の過去 40年間の推移  

 
 

                          ２０１２年０４月１６日 

 

 

 過去 40年間（1976年～2012年 4月 8日まで）に亘り、発行済の米国特許のうちクレーム数

の合計が２０を超える件数の割合の統計を調べて作成したものが発表されています。*
1
 これに

よれば、2005 年を境に急激な減少に転じています。なお、一般に、クレーム数が多くなるにつ

れて有効なクレーム発明であると認定される確率が高くなる一方、プロセキューションに要する

時間が長くなるのでプロセキューション費用が嵩むことになります。 

 

以 上 

                                                   

*1 LINK: http://www.patentlyo.com/ 
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